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ドイツのINVENT社より特殊な散気チューブを使用したユニット式の超微細気泡散気装置

"PABIO Flex”を技術導入した｡

本装置は従来型の表面曝気装置や水中撹拝エアレ一夕-,粗大気泡式散気装置と比較して高い酸

素移動効率を有している｡このため曝気に必要な電力を従来型の曝気装置と比較して30-50 %に

削減することが可能となる｡

また,本装置は曝気槽底部に固定する必要がないため,曝気槽内の液を抜かずに設置およびメン

テナンスを行うことが可能である｡

A fine-bubble diffuser system, "PABIO Flex”, licensed from a Germany company,

INVENT, is

has a high

surface and

slgnificantly

tank. So it

a unit type diffuser, composed of special membrane tubes for aeration. It

oxygen transfer efficiency compared to conventional aerators, including

submerged ones or coarse bubble diffusers. As a result, power cost is

reduced to 30% to 50%. It needs not to be fixed on the bottom of the

can be installed and lifted up without drainlng Water from the tank.

超微細気泡散気装置

メンプレンチューブ

エアレーションモジュール

省エネ ルギー

ま えがき

当社ではこれまで数多くの活性汚泥処理設備を納

入しており,さらに高効率の生物処理装置として,

流動床方式の生物処理装置であるPABIO MOVER

や,浸漬膜装置を組み込んだ活性汚泥処理装置であ

るPABIO MEMなども発売している｡これらの

好気性生物処理装置においては撹拝や曝気に要する

Fine-bubble diffuser system

Membrane tube

Aeration module

Savlng energy

エネルギーが大半を占めており,これらの効率を高

めることにより処理に要するエネルギーを大幅に削

減することが可能となる｡

そこで当社はこのたびドイツのINVENT社より,

超微細気泡散気装置である"PABIO Flex”の技

術導入を行った｡本装置の採用により曝気電力量は,

従来の粗大気泡型の散気装置と比較すると30 %以
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下に,表面曝気装置や水中撹拝エアレ一夕-と比較

して約50%程度に削減される｡

また曝気槽底部に固定する必要が無いため,槽内

に液がある状態でも装置やメンテナンスが可能であ

り,新規設備はもちろん,運転中の既存設備におい

ても容易に設置が可能となった｡

次に本装置の概要を紹介する｡

1.製品の概要

1.1構 造

PABIO Flexは微細な気泡が発生できるように,

表面を特殊加工したチューブ型メンプレンを使用し

ている｡材質はEPDMを標準とし,液質によって

はシリコンのものも提倶することができる｡

PABIO Flexの外形は第1図に示したように格

子状をしている｡本体は非常に軽量であるため,安

I ≡笠吾要三三冒勺言至芸芸望::言霊望Z三言去去呈
してエアーヘッダーに取り付けられているため,交

換の際は必要なチューブのみの交換ですみ,メンテ

ナンス費用が低減できる｡

散気装置のメンテナンスでは散気装置を槽外に取

り出すか,曝気槽を空にする必要が生じる｡しかし

予備系列を持つ場合は別として,通常は曝気槽を空

にすることは難しいと考えられる｡ PABIO Flex

では散気ユニットを槽底に固定しない構造としてお

り,吊り上げ金具により槽内の液を抜かずに槽外部

へ引き上げることが可能である｡再設置の場合でも

容易に設置することができる｡
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第1図 PABIO Flexの外形
Fig. 1 Appearance of PABIO Flex

1.2 特 長

①高い酸素移動効率により従来の曝気装置と比較し

て曝気用電力を30-50 %に削減できる｡

②設置,メンテナンスは曝気槽内の液を抜かずに実

施することができる｡

(彰チューブの交換が生じた場合でも必要箇所のみの

交換が可能である｡

④通気を停止する際には強制排気を行い,チューブ

が素早く収縮し散気孔を閉じるため,目詰まりや

液の侵入を防ぐ｡またチューブの収縮により表面

の付着物の剥離効果がある｡

⑤散気チューブはゆとりを持たせて取り付けてある

ため,散気空気圧により微細振動を生じ,微細気

泡の散気範囲が広がり微細気泡が維持されやすく

なる｡

(¢散気チューブの間には間隙があり,また槽底部と

散気チューブ間にも間隙を設けているため,曝気

槽混合液がスムーズに上昇循環でき,酸素の溶解

と槽内の撹拝を良好に行うことができる｡

1.3 仕 様

PABIO Flexには30A型, 10F型の2機種があ

る｡ 30A型は曝気槽底部に設置し, 10F型は30A

型より小型軽量でフロートに吊り下げて使用する｡

10F型はラグーンなどでフローティングタイプの散

気装置として実績があり,湖沼の水質改善用にも使

用することができる｡

30A型, 10F型の標準仕様を第1表に示した.フ

レームの標準材質はSUSを使用している｡ 30A型

/
'＼

Membrane tube
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第1表 標準仕様

Tablel Standard Sizes

Type 30A 10F

Dimentions(mm) 3000×1450 1180×950

Weight(kg) 200 30

Operatingrange(Nm3/h) 25-125 6-30

0Ⅹigentransfer

efficiency(0/.)
(20℃,cleanwater)

25-50 25-50

Membranetubematerial EPDM/SILICONE EPDM

Availablewaterdepth(m) -8 ∫-8

第2表 従来製品との比較(20℃,清水)

Table2 Comparison between PABIO Flex and con-

ventional aerator (20℃, clean water)

Type
Aerationefficiency

(kgO2/kWh)

PABIOFlex 4.0

Surfaceaerator(ourcompany) 2.0

Submergedaerator(Acompany) 1.7

Coarsebubblediffuser(ourcompany) 1.1

の散気チューブはEPDMまたはシリコン製であり

廃水の性状に応じて選定する｡ 10F型ではEPDM

を標準としている｡

なお酸素移動効率は散気水深と散気密度により変

化し,散気水深が深くなるほどまた散気密度が小さ

くなるほど大きくなる｡

2.従来製品との比較
当社の表面曝気装置,私大気泡散気装置,および

他社の水中増枠エアレ一夕との比較を第2表に示し

た｡表面曝気装置は当社のシグマエアレ一夕-,粗

大気泡散気装置は当社のリーフスプリングデイフユー

ザーである｡

電力消費の面では,表面曝気装置と比較して約50

%に,リーフスプリングデイフユーザーと比較する

と30%以下に削減することが可能となる｡また

BODIOOOkgを処理するケースを想定すると1年

間でそれぞれ2600千円, 7300千円削減することが

出来る｡

3.適用例
本装置の適用例を写真1-3に示した｡写真1は

p2;h.;..王pE登aBiopleFl.efXi-ens%;aEIa三三三n
｡f PABI｡ Flex (1,

6

写真 2 低水位時での散気状況
Photo.2 Appearance

of aeration at low water level

写真 3 PABIO Flex設置例(2)
Photo.3 Example

of installation of PABIO Flex (2)
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通常の曝気槽に設置した例である｡写真2は水位を

下げて散気した状況を示しており,均等な散気がな

されていることが分かる｡写真3は円形水槽への設

置例である｡エアーの供給はフレキシブルチューブ

にて行っている｡

第2図は10F型によるフロート式エアレ一夕-の

設置例である｡他の底部に設置する必要がないため

底部の状況に制限されない｡

納入実績では酸素消費量の多いアンモニア硝化槽

での使用が多く,その他BOD, COD除去の生物

処理設備に使用されている｡

む す び

このたび発売を開始したPABIO Flexは散気チュー

ブ式超微細気泡散気装置である｡ユニット式にして

いるため取り扱い易く,従来の曝気装置と比較して

● 34?:v芸諾ぎ,if;inDt･*7f=%L#T芝賃㌘省エ
また,既設曝気設備の更新や酸素供給の増強にも

対応し易いように,槽外からの設置が可能な構造と

しており容易に既設設備に適用して頂けるものと考

連絡先
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第2図 フローティングタイプPABIO Flexの設置例
Fig･ 2 Example

of
installation

of floating type

PABIO Flex

える｡なお,標準寸法以外にも製作可能であるので

特殊な槽形状の場合には,当社までお問い合わせ願

いたい｡
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